































































（2） 台湾の研究者に中国語で倫理的消費や VS を研究を検索してもらったところ，ほとんど先行研究が存在しな
かった。その中でも，例えば，英語の文献では，倫理的消費に関する研究として Tung,Shih,Wei,andChen




































































18 店舗を展開）。具体的に「鯖の塩焼き定食」の価格を比較すると，日本では 630 円，台
湾では 290 台湾元であり，日本円に換算すると，1,015 円（台湾元×3.5）となる。それ以
外にも衣料品では，ユニクロ（台湾に 65 店舗を展開）のメンズ「EZY ジーズ」が日本で
3,990 円，台湾では 5,125 円（1,490 台湾元×3.5），MUJI（台湾に 45 店舗を展開）の「首の

















人口 2357 万 1000 人 1 億 2526 万 6918 人
面積 36,190km² 378,000km²
名目 GDP 総額 579.3（10 億ドル） 4,872.1（10 億ドル）
実質 GDP 成長率 2.9％ 1.71％






（8） 行政院主計総処が 2017 年発表したデータによる。















　第二に台湾では，急速にオーガニック食品の普及が進んでいる。IFOAM による The 
World of Organic Agriculture: Statistics and Emerging Trends 2019 によると，全農地
に占める有機農業の割合は，2008 年に日本が 0.23%，台湾が 0.28% だったのが，2017 年























































































































張さんの友人，4 名に集まってもらい，およそ 3 時間のインタビューを実施した。グループ・
























































































































































































































パーマーケットでは，有機野菜のキャベツが 95 台湾元（およそ 333 円）に対し，一般的
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〔抄　録〕
　本研究の目的は，台湾の消費者がエシカル・シンプリファー（ethicalsimplifiers）とし
ての自己アイデンティティを構築する要因をそのプロセスから検討することにある。具体
的には，台湾の消費者に対するグループ・インタビューとデプス・インタビューによる定
性調査を用いて，ボランタリー・シンプリシティ（voluntarysimplicity：VS）と倫理的
消費（ethicalconsumption）の実践を通じて，自己アイデンティを構築する要因を明らか
にする。
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